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千葉県利根川流域の日本住血吸虫症患者の

発生およびその予防対策について

116 ]25頁,1973

横川

利桜川流域からのH本住血吸虫症患者の発生報告はこ

こ10数年来全くなく,またその中問詑i主である宮入貝も

小宮(1955)によリ利根川の支流である埼玉県中川の左鄭

で見川されたのを尿後に,現在まで利根川流城で宮入貝

が見出された乞云う勢H弁け全くなかつた.ところが1970

年に中野 a97の 1、よリ下葉県の利根川河口より 50km

上流の河川敷.二放牧されてVた乳牛に,日本住血吸虫様

疾患、が多発していることが卦雅池れ,著者らはその尖態

を調査した結果,成田および、ド総地区の利根川河川敷に

放牧されていた乳牛のうち,20頭から日本住血吸虫卵を

その糞便中に証明した.またこれら感染乳牛の放牧地帯

力寸多数の宮人貝を見11,1し,しかもこれらの宮人貝は極

めて闘率、こ日本住血吸虫セルカリブを寄生していること

を明かにした(横川他,1971).

著者らはひき続き,これらの汚染地帯に出人する機会

の多いと戀われる上記地区の住民の集団検査を実施した

ところ.当地ばでは人にも本症が流行しているこ乞が確

認、された、利根川流城に本症患者が見川されたのは,こ

こ10数靜けじめてのことであるので,その発見に至るま

での朋査経過について説明するとともに,本症の予防対

策として富入貝殺滅のために火焔放射による焼却作業も

尖施したのでその結果も併せて報告ナる
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の住民で,検査人数は栄町 98・1■,1戊田市 873名.神崎

町 213名,下総町 975名,の総'U'3,050タ,で.これはこ

の地城全住民の約7割以上にあたる.

闘査方法

著者らが従来行0ている方法で,先十全員'二皮内反応

を実施L,皮内反応陽性者からは採血し、その血清につ

し、ては補体結合反応,虫卵沈降反応キ'よ免疫電気泳動,

を尖施した.検便は AMS1ⅡHI,二皮内ズ応陽性、告

全員につVて反復実施した

皮内反応σDT)

抗娠としては日本住血吸山成虫の VBS 抗貯〔(8,00ゆ

倍)を用、、,尖施方法粘よび判定規準は肺吸虫症のそれ

に準じ(横川.1956),腫脹差5mm 以士を陽性反応と

した,また8,000倍抗原による皮内反応陽性者には倍々

稀釈抗原を用Vて,その抗峠価(岡値)を測定した(石

崎ら.1964).

補体結合反応(CFT)

皮内反応に用いたと同じνBS 抗原を使用したが,そ

の濃度は4,Φ0倍とした,方法は,肺吸虫症のそれに準

じ(横川,栗野,1951S;辻, 196●).抗体価 10倍以上を

陽性とした.

虫卵沈降反応(COP、r)

日本住血吸虫感染マウスの肝臓および陽壁から人工消

化法によ0て分離した虫卵を用い,被検血清は56゜C 3仙

分問非動化し,38゜C12時問後の反応を観察Lた 01武'eト

GO0加10.,1954 ;横川,佳野,1967

免疫電気泳動 aEP)

使用抗原は口本住血吸虫成虫の 0.100食塩永抽出液ミ

劉査対象

対象は感写y宮入貝の見批さ九た河川敷に近接,る地域

調査対象およぴ方法
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辨畔'乾燥し、その粉末 20mH を 0.1m1 の蒸溜水に溶

かしたものである.

ガラス板上に PH 8.2のべロナール緩衝液に 0.9%の

割に Agar05e を加えた液を流し処天板をつくり,これ

に抗瞭孔をあけ,前記抗原を入れ3時問型の卯く泳動し

たのち,血消泌にV.に濃縮した被検血清を入れ室温で鳶

時Ⅲ1,更に 1゜C で腿時問反ι古させた(辻,1968),

検便法

A入IS 1Ⅱ遠.じ、沈澱集卵法(H""ter N "1.19・18)に

より一回の検便には 1.0筈十つ20の標本を採集し, そ

れぞれ遠心沈澱集卵し,その全沈泣を検鏡した,一人に

つき日を換えて10回の検便を行つたので,結1「,」1.0武ず

う20個の検体にうして検便したことになる.

殺貝法

火焔放射による焼却を尖施するため.習志野自衛隊員

によ゛携帯用火焔放射罫一型が6~7機使用された.そ

の燃料けガソリン1.丞油4 の割に混合したものを用し

た.

焼却面桜は3地区5個所,約 4.5へクタールで,あら

かじめ除草してお、、た.尖施期朋は19n年8門鉛日~24

Πの2日問で,焼却法は火焔放射器を約 10m おきにー

線上に3~4台並ベ一斉に放射し乍ら前迩し.火焔が直

接地面にもれなく当るよう,二した.ただし.一師1の放射

時問は僅か7~8秒にナぎ九いので,燃料の補給.こ時問が

かかり焼却には予恕外の時問を要Lた.

なお,焼却に際しては,1 除草地に直接火焔放射を

Tnble l Result of intradeTmal

除草地にあらかじめ重油をアスファルト撒布行 2う

器で充分まV、ておき、その上から火焔放射をhうと'う

2つの方法を突施した.火焔放射による地面の温座は光

高温計(YEW 267型.横河電気 K.K,製)を用いて測定

した.

焼勢1後の貝の'淵査は 1 力"およびⅡ力月後に行つた.

D 皮内反応尖施成績

各地区毎に.性別・年齢牙リにまとめたのが Tablel

である.即ち、栄町では皮内反応陽性者は 981名中39名

(4,096),成田市では 878名中67名(フ.6%),神崎町で

は 213名中 8名 B.896),下総町では 975名中70名(フ.2

%)で総計3,0卸名中皮内反応陽性者は 184名(6.0%)

であつたが.これを男女別にみると各地区とも女性に比

べ男性に陽性者が圧倒的に多かつた.これは山梨或し、は

広島片山地方などの流行地の場合と薯しく異なる点で,

利根川流城における感染様式の特殊性を示してし、るもの

と思われる.延に輿味あることは皮内反応陽性者の発現

状況を年齢別にみた場合,神崎町を除く他の3地区で

け,10歳代に既に反応陽性者が見出され,20歳代の男子

では陽性率が急激な上昇.を示しているが,それ以後の年

齢層ではその陽竹率け殆んど横ぱいの状態を示してしる

ことである.このことは日本住血吸虫症の流行が比較的

新しVものであることを示LてV、ると思われるが,この

点にういてけ考察の項でふれてみたい.

test for schistosomiasis

調査成績

A窯e
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NO. NO.
0
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6 ZO.フ

0

6 16.フ

:1 6.3

14:ど5.9
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;地6

314

526

474

102

110

145

167

158

192

110

166

108

152

1,475
1,575

3,050

胎
6

M
F
 
M
F
 
M
F

9

9

6

卸

a

7
 
0
-

6
1

0
0

0
0

欄
印

3
 
2
 
8
6

5

6
 
3
 
0
5

3

(
(
(

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
1
 
0
 
1
 
1
 
4
 
1
 
0
 
0

7
 
り
"
フ

ー
ー

(
(
(

6
2
 
8



Kozaki・machi

SakaemacM

ShimolU5丑・machi

Narita・city

Total

Comparison of the result5 0f lDT, CFT, COPT and stool examination'

NO. eX社fn

213

984

俳5

878

3、050

NO. positives
for
IDT

* Positiリes for bot11 CFT and copT OT eitheT o「 them nm0Π」ミ 1DT posi"ve ca5e'

Positives {or lDT only,

Number of cases p05itive for copr.

Table 3 Results of stool examinations for s. j",0"iι"1" eHgs for

10 days by AMs nl centrifug皐tion technique*

8(3.800

39(4.00。

70(フ.200

67(フ.60。

184 (6.0

NO. exarn.

IDT positive Cases

Iqo.

8

30

70

怖

173

NO, positi、,e5
fot

CFT COPT

Iq日τne

2( 1)

1( 1)

14 ( 6)

12( 5)

29(13)
16.700

to01

NO. exem.

Sex A套e

* 1.og of the stool was usa{ for centrlfugation
** 2 Specimens of l.oa stool were examined each

2)皮内反応陽性者と CFT. COPT および検使結果

との関係について

皮内反応陽性者玲4名中上記血清反応および糞価検査

を確実に実施し得たのは 173名であった.その成績は
Tabl.2に示した如くである.即ち,皮内反応陽十主者

173名中 CFT 陽性者は29名(16.フ%), COPT 陽性者

は15名(8.606)で,このうち CFT および COPT が

共に陽性であ0たものは13名, CFT のみ陽性のもの 16

名, COPT のみ陽性のもの2名で,結局 CFT, COPT

共に陽性或V、はその何れかが陽性であったものは併せて

31名 a7.996)であつた,

また, 173名の10日問(20回)検便の結果は10名の日

本住血吸虫卵陽性者が見出されたが,そのうちの2名は

皮内反応のみ陽性で, CFT および COPT 共に陰性で

exatnlnaⅡOTI

XO. posltH'es
f0τ

S, jaA"1iι'""1 e弐gs

10

.」ー^

15

8.600

15

13

31*(17.9
142**

173

1

Days**

43

十一

十一

Of sto01

5

ー+

一十

examlnatlons

7b

10

一十

8

technique.

da丁

島0た.これに反して他の8名は何れも CFT および

COPT 共に陽性であつた.なお、1EP ば CFT 暢性者

23名にOVて'のみ実施したが.そのうち19名(82.696)

が陽性を示し,しかも前述の8名の虫卵陽性者はtべて

陽性で栃つたが,皮内反応のみ陽性の2宏,け IEP も陰

性であつた(1'able 4).

3)検便回数と虫卵検出頻度七の関係

AMS1Ⅱ法による遠心沈澱集卵法により Hをかえて

10回の検便を行0たが,毎回 1.og ナつ2つの標本をつ

くり検査したので結局1人につき20回の検便を行つたこ

とになる.その結果は Table 3に示Lた血K I0畠の出

卵陽性者が見出されたが,20回の検査のうち2回虫卵が

陽性であつたのは NO.8の H列のみで,他は201可中 1

回のみ虫卵陽性であつた.則ち.是初の5"囲の按査で
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1'able 4 Results of cF'「, COPT,1EP. and stool examiηation of ι11e ind"'1Uunl'
Who showed positi、,e for lDT

NO, Iqairle

N. K,

N. K

Y. S

S . Y

S. Y.

S. Y,

K, H

S. M

Sex A宮e

H. M.

N. K

'1'. K

S . S

N. K

A. K

S, G.

N、 H.

Y. R

N.1:

S . K

S . G

K. F.

1.ト,1.

E. F.

Y. M.

、1'. K.

S. G.

S . M,

'r. Y、

S. N.

A.M.

S, Y.

T. A、

K. A、

IDT

+(× 4)

十(× 2)

十(× 2)

+(× 8)

十(× 4)

+(× 2)

+(× 8)

+(× 1句

十(× 4)

+(x d)

+(× 4)

十

十(× 8)

+(× 4)

+(× 2)

+(× 2)
十

十(× 2)

+(× 2)

十(× 8)

十(× 4)

+(× 4)

+

+(× 4)

+(× 2)

十

+(× 2)
+

十(× 4)
+

+

CFI

十(× 52)

+(× 12)

+(× 39)

+(X 捌))

+(× 17)

+(× 23)

+(× 32)

+(X 79)

十(× 5fD

+(× 54)

+(× 21)

+(X HX))

+(× 20)

十(× 1D

+(× 3;リ

+(× 88)

+(× 14)

+(X コ4)

+(× 24)

十(× 58)

十(× 35)

+(× 58)

+(× 25)

+(× 2:リ

+(× 18)

十(× 1幻

+(× 14)

+(× 14)

+(× 19)

';',

COPT

1'ヒ5ι
Tes:

IEP

1 19

十

+(× 2)^^

・1:8,0Ⅸ)DⅡUtion of vBS 驫nli宮e『1 +

+(× 2)・,・・1:16,(加
十(× 4)・・・・1:32,(肋
+(× 8),,・・1:64,厭〕
十(×16)・,・・1:128,ⅨX)

6例,後の5"削の検査で5例に1回十っ虫卵陽性者が
見1Ⅱされた.

また, 1.ogの糞便の全沈澄中に見出された虫卵の数

は最多3個,最少 1個であった.

.D n)'「抗原価(閥値)および CFT 抗体価と虫卵

陽性者との関係

IDT の閥値は Table4 の IDT 棚の()内に数字

で示した.これは抗原の稀釈倍数を示したもので,最初

の抗原が8,側川倍であったので,×2 は 16,Ⅸ)0倍X 4 は

Eg菖S

IEP

COPT
CFT
IDT

:め

り')

・ 1mmunoelectTophoresiご
・circurnoval precipitin
・complment Fixation

・1ΠtTadermal 1'esT

32,捌勵倍となる. CFT の抗体価1土/10以上を陽性とし

てVる.今同の闘査では皮内反応の場含、その抗凉価け

最高X16 (128,ⅨX)倍), CFT の場合 X!Ⅸ)が最河であ

つた.然し,この IDT 抗原価と CF1抗体価の闇には

.必ずしも密接な相関はなかつた.然L,Π)T の抗娠舗

の高Vものは山卵陽性者群より多くみられる傾向が認め

られた.

5)宮入貝の殺貝成績

宮入貝の棲急、地城につV、てぼ!睡に報告・した通りである
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Area sun'eFed

Table 5 Result of snail control by fite with name・thrower machine

XO. snaⅡS found

Infection Tate

ATea of snail custril)ution

10tal NO,5nails found

NO. sneils i"fected

NO. snaⅡS exRm

Be{ON

Sakae・machi

(Yako)

NO. snai15 10un(1

Itl{ection Tate

11~50 mこ

50~70

10om

皐 b

1 ~ 9 m,

20~30

10om

A mont11 after snail

0 2)*

Snailcontr01 7~9th

Shimofusa・machi
Kobuke

C

* KO、 of de乳d sDails

ArEa5 Sur、臥'ed

AH

1~5 Π゛

0

Aug,1971)

Kozaki・machi

Matsuzaki& 1ma)

d e

1 ~ 9/m3

10~20%

2,0伽mE

4 th oct ,

0

51~10o m・

40~70

30,mom・

Contt01

21

ShimofU5θ
-Machi

H months efter

1~5 mo

0

5. o km.2.50

- snails found inf●CtioTl pre5ent囲 a-e ..

Of t11e distribution of the sneils、 OJ1ι!0,JICI'"1i'1 /10SO,/101"1,Fig' 1 Map
in l'one Tiveτ且rea

が(横川他,1971, Table 5 およひ Fi昇.1 に貝の調査焼却範囲は官入貝の見出された C, F. G. H 区間の河

地城および棲息、地点と共,二焼却後の調査成績を示した. 川敷全城とし,その面績は約 4.5へクタールで,焼却

即ち,調査地城を感染牛の見出された栄町の境から神崎は1971年8月お日~24日の2日間に実施した.火焔放

射にょる焼却時の地面の温度は,あらかじめ重油を撤布町の境界までの河川敷の湿地帯約 24km の区問とし,

これを A~H の8区間に分け,各区間約20名ずっそした揚合でも,撤布しなかつた揚合でも何れも1,2m~

1,400゜C に達して、、た.れぞれ4時間から8時間かけてくまなく胡査した,その

焼却後1力月目に宮入貝の棲息、状況を闘査したところ結果,貝の見出されたのは C地区の(a)および(b)

(栄町の矢口), F地区の(0)(下総町の小浮), G地区の生貝の見出されたのは C(a), F(C)の2地区のみで併ぜ

て8個にすぎなかつたが,そのうち3個に感染が認めら(d)(神崎町の松崎), H地区の(eX神崎町の今)の5地

点であ0た.これらの地点から見出された宮入貝の感染 れた,

焼却後Ⅱ力月半経過した1972年6月8日に再ぴ行つた率は14.0~ 100%(平均認.0%)であつた.その密度は

下縁町の小浮地区が最も高く,1m0当り51~1山個であ宮入貝の棲息、調査の結果は, C(且,b),F(0,G(d),H(e)

何れの地区からも生貝が見Ⅱ.1されたが, F(C)地区以外つたが.他の4個所でけ lm2 当りⅡ~50個であつた.
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では.その鮫二阿れも lm.当り1~5個で焼却荊の約

り0 に減少しており,感染貝は全く見出されなかつた

然し, F(0 地区でけ.なお lm三当り約H~50個の

生貝が見川さn,しかしその約30%に感染が認められ

た.これらの感染貝:1セルカリアの発青状況からみ

おそらく前年の感染貝が越冬したものと考えられ'て'.

勢0'104.芝崎n. H7.榊例ヒ11'19,佐介0222 であつた.

その際,宮入貝は田小,川尻,小浮(下総町)などから見_

出されて、、るが,感染貝の見出されたのは小浮地区のみ.

で 15個中 2 個力1!建染して'Vたと、、う(Ritdlie,',ι"/,

1953).中島(1凱19)は麻拶副召畔13町村民 792名の検便

を行、、、本種虫卵陽性岩9*,(志津 2/73、阿蘇υ45,ハ_

生4m2、本埜ν80.宗像υ6D を見1.Ⅱ L てV、る.

千葉県衛生年報によると,1950年座は 5,389名中,日本

住血吸虫卵陽性者5名が報昔されてレるが,19郭年以後

の年郁には日本住血吸虫卵陽性者は全く報告されてし、な

V、ところが,今回の誹1査で10名の日本住血吸出卵陽性.

者が見出された.これらの臼本住血吸虫卵陽性者は10歳

~50歳までの何れも男子で'前記の河川敷の湿地器打こ最・

近出入したことのある者ばかりであうた

またこれらの日本住血吸虫卵暢性者は,すべて何らの

自覚症も持たず,臨床的にも肝履脹その他日本住血吸虫

症を忠わせるような症状は全く認められ十.何れも輕感

染者と推定された.

このことは.この地区の河川敷に放牧してし、た乳牛に

は多数の感染牛が見出され.しかもそれらのうちには粘

血、ト痢便などの急性症状を示したものが多数見出された

こと(薯者らが先に20頭の感染牛を見出した後,成田の

家帝保仙所で更に妬頭の感染牛が見出された),および

これら地区に見出された宮入貝には極めて高率(平均53

%)な感染が1忍められたことと比較し興味深い点である

(横川他197D

竺廿也区では前述Lた如K Ritcbie " dl.(1953)に上

り少数乍ら感染宮入貝が見川されたとの報告があるが,

米だ人に感染が見山されたと、、う報告はなされてV、な

V.このことはおそらく当地区ではかなり以前から凱或

いはその他の野生の小動物には小規椣乍ら日本住血吸虫,

の感染があつたのが(薯老らも当地区の野鼠およびモグ

ラに日本住血吸虫の感染を認めている),最近多数の孔

4・功;この地匙に放牧されるに至り、爆発的に乳牛問に流

行がおこり,これに伴V人の感染もみられるに至つたも

ので,人および乳牛の感染は比較的新しVものであるこ

とを示しているものと老えられる.ただ乳牛に比し,人

の感染は比較的少く,しかも軒症である理由に0し、て

は,.必十しも明かではなしが,この地区に出入tる人々

は乳牛の放牧或Vは草刈リなどの為などに限られてお

り,その際は長靴などを着用してV、る為と恕像される.

若し,かつて利根川流域の各地でみられた如K,この地

区に氾らんがあり,魚取りなどの為多数の人々が出入り

0.

なお.靈油をヲ'・゛、撤布Lて'お、、た地区と.撤布しなか

つた地区での殺貝効果の差は今祠の尖験成績からは明か

にし得なかつた.

利桜川およひその支流流鮫におけるH本住血吸史症患

老の苑生.け.か0、ビば千葉,茨城、埼玉、東京にまたが

うぐみられたが、その流行の形態は111梨県その他の流行

地の上うに隈1,}した地城に恒久的に流行が持続tるので

はなく.散発的に異なる地城かB集団発生がみられたと

卦うのが特徴とされて卜る.

この二とは.・刊根川流城では、"本住血吸山の中1棚h

主である筥入貝推主として河川敷の湿地帯に楼忘、してい

るため,洪水などの際に宮入貝が容易に移動すること,

また人の感染け魚釣りなどのために湿地帯に侵入した際

に起二る:と^特にi.北水の後河川敷に打ち上げられた

愈を採りに入0た人々が伺時に感染した事例が数多く靴

皆されて、、るーーなゼの理由によるものとされて'し、る.

千葉県内では,小札、高木(1915)が殺孫子町火字下戸

でN宏.中7名に本挿虫卵を認めたのが最初で、富勢(現

牧係子WD,棚田イ現野田市),田中(現柏市)の各村で

禽ツ、貝の,澗査も行,、、,その棲息.地は利根川旧堤防内の水

草生地で,堤防外の田畑の泓渠にはみられなVとヤう地

班的な特徴を既に指摘してVる.その後もこれらの地区

では本菰患考の発生の軌告および感染宮入貝発見の報告

が多数なさ11て、、る(長ι己他、 1917,1918 ;福谷,1926

a_ b).柏戸ら a9コフ)け峠介の鹿島川沿、、で不明の熱

性戀者が頻発したが、これらは日本住血吸虫症によるも

のと診断L.またその感染貝が自1旛沼の氾らんの際,鹿

闘川に述ぱれたためであろうと挑定している.

その後も侘原で」933年に約20名の患者が発生したとV

ウ小島,1949より引升D が,194H年一1950年には米軍

4価謹学研究所と国立予防衛生研究所との共同凋査で,劫

記地城の住民の検価および宮入貝の広汎な棲息、訓査が詳

細に行力れた.その粘果は 8如名中:だ名に日本住血吸虫

卯が証明された.その内容け福田onⅨ}. R1中18n45,富



した揚合け爆発的流行が起る可能性も充分老えられるこ

とである.

なお,この地区での人の感染は比較的最近のものであ

ることは,住民の皮内反応剛上者の年怖別分布からも推

察し得るところである.即ち当地区では,皮内反応陽性

者は圧倒的に男子が多く,年齢別にみると10歳代に既に

腸性者がみられ,20歳代に最も多いが,それ以後の年謝

解では皮内反応の陽性率は上羽.の傾向を示していなし、.

皮内反応の特性から考えると,古くからの流行地では

・午齢の」杵加と共に反応陽性者率は上昇するはずである.

なお,皮内反応の開仙につVては石崎ら(1968)は,感

染後年数の経過と共に低、トすると報告してV、るが,今回

の成績ではそれ程著明ではないが,虫卵陽性者群の方が

陰性者群よりその開値は高V、傾向がみられた.

次に血所反応と虫卵検査との開係であるが,この地域

では皮内反応の平均陽性率は 6,006と低かつたが,皮内

反応陽性者のうち CFT および COPT陽性考が比較的

多く見川されてしる(CFT 16.フ%, COP1 8.6%).し

かも虫卵陽性者10名中8名は CFT および COPT共に

陽性であった.このことは,日本住血吸虫症の場合,
CFT および COPT は現在の感染と儁接な関係がある

ことを示していると思われる.

な北,今回の調査で CFI, COPT 典に陰性でⅡyl'

のみ陽性の者からも虫卵陽性者が2名見出されてVる

が,このことは今後日本住血吸山症の集団検診に際し充

分考慮に人れる必要があろう.

日本住血吸虫症の最も確実な診断は糞便内より虫卵を

検出tることにあるが.消化管内寄生虫と異なり,その

検出は必十しも容易ではなV.飯島ら a96幻は,Ⅱ本

住血吸虫卵の検査の場合, MIFC法で5回検査により13

%の検山率を得たと報告しているが,今回の岡査では

AMS 1Ⅱ法で20回の検便で漸く1回検出された例が10

例中9例もあり,輯症感染者であれぱある程虫卵の検川

は困難であることを示してVる,

富入貝の殺滅法に関しては我が国では化学的殺滅法,

棲息、地の環境改善のためコンクリート満の迭成,湿地帯

の排水、埋立てなだが主として尖施されている.ところ

が今邑!の場合.棲息、地が河川敷であつたこと,および緊

急にその処償が必要であつたことなどから応急の処置と

して火焔焼却法を用いた.火焔焼却についてけ我が国で

も古くから用いられたこともあり(武藤・宇仲美,1915),

暈近では福岡県(岡部・岡原, 1956),山梨県{飯島,

]959)、静岡県(伊簾ら, 1962)で実施されたことがあ

る.そこで薯者らも静岡県の例にならつて自衛隊の恊力

によりこれを突施した.伊藤ら a962)によると焼却の

効米は脚」効的で!め%の殺貝効果が認められたという.然

し,この場台は殺貝剤も併用してレる.

今回の実験でも小浮地区を除く地点で陰かなり効果を

上げているが,ただU回のみではその効果は完全とはヤ

えないようである.然し,河川敷とヤう特別の地城であ

り,しかもその面積が比較的狭小 W.5へクタール)で

あうたため,焼却操作は容易で,今後更に反復ナれぱそ

の効果をあげ得るものと考えられる.然し,恒久的な力

法としては.排水,卵立などの根本的対策の尖施が望ま

れる.

利根川流域のH本住血吸虫菰は1955年以降患者の発生

の報告はなく,既に消滅したものと脅え"れてしたが,

昨年千葉県成田地区の河川敷に放牧していた乳牛巾にH

本住血吸虫感染牛が多數見山された.更にその放牧地の

河川敷から宮入貝が多数見出され,しかも高率に"本住

血吸虫セルカリアの感染がみられたことは既に靴告し

た.今回の諦1査では,この河川敷に近接十る一市三町村

の住民3,050名について,先ず皮内反応によりスクリー

ニングを行なV,皮内反応陽性者について CF'r、 COP'1'

などの免疫血消反応を災施するこ七典に検便を反復実施

した結果,10劃の虫卵陽性者が見出された.また,註'入

貝の殺滅法として火焔焼却を実施したが,10力"後に尚

一部の地区に宮入貝の棲息、が認められた,

以上の附査成績に0いて桶々検肘を加えた結巣,以、ド

の点を明かにtることができた.

D n本住血吸虫症の皮内反応によるスクリーニング

の結果,当地区ではその年齢別の賜性率曲線け10歳代よ

り20歳代に急上身を示し、それ以後の午齢眉では陽性率

の上昇は認められなかつた.二の二とぱ当地区の流行

が比鞍的新しVものであることを示しイし・ると懲われ

る.

2) 10空'の虫卵陽性者巾 CFT および COP'1'共に剛

性であつた老が8宏'で,他の2名け皮内反応のみ陽性で

あつた.このことは IDT および CFT. COPT にょるス

クリーニングを実施する際充分注意ナる必要がある.

3)日本住血吸史症の検便による虫卵検出は樫症の場

合は極めて困難で,20回の検査でも2回陽性例は 1例の

みで,他の9例は一回のみ検出されたにすぎなかうた

の宮入貝の殺滅には焼却法は鄭効的で渇るが、只一

むすぴ



引の実施では完全な効果は期待されなト

今回"淵難にニリ御恊力頂.,、た詐市町"'役場の職no

方々、お上び火焔牝01器に上る焼鄭を1"当して、ドさ 0ナ

二N志野1ヨ衛隙の隙拠詰氏に川く感附の態を尖L ま十
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EPIDEXⅡOLOICAL SURVEY FOR SCH玲TOSONnASIS AMONG THE

INHABITANTS IN TONE RIVER BASIN. CHIBA PREFECTURE

AND SNAIL CONTROL BY BURNING

MUNEO YOKOGAWA. MOTOH1丁O SANO, SOM駐I KOJIMA.

KUNIOKI ARAKI AND KEK TOKITA

/)'Υ)'hY"ιC111 0.i 1コ'り'asii010容'J., Sι'/1001 0/.、1ii,'1iι'ule,

Ch16d Uπ1?.C,苫ilJ,, chiιd, Jd,""

KA2UYUKI NAGAI, MASAO MARUYAMA AI、:D TAMA AIZA、¥A

けt"h/1 a井d Sι11!ii"rJ,1)ιψ'υ'h,1e才π 0/ C1Ⅱ'ム" 1JJ'ι!,ii,"11'J.゛, C/N'ム"..1イ1,"/1

In the present study the authoTs mnde a survey of schistosomiasis amon宮 the iΠ11abit社nls in

the Narita area who tresspasse(1 in a new endemic area. Tone River bed, C11iba prefecture

、uheTe heavHy infected o,1r01"ela討i" snaⅡS were found and thus mi套ht na加ra11丁 11ave ncquired

ヨΠ infection. As a control measure for schiSιOsomil(sis Hame thro、veN have l)een e1τIP!'〕)・ed in

小e area for kiⅡiDg oJ此'OJ,H,1α,1i" snails.

First、小e iDlradermaltest (1DT) with vBs entigen prepared {rom the adult 、、'orlns of s.

j",0,U'OUⅡ Was peTformed 0η tbe inhabitants in 小e aTea and 止en stool eX社τΠi力ation 礁'a5 made

On those iDdiリiduals who showed positive detmal reactions; and at the same time t11e comple・

ment 6χation test cFT) and circumoval precipita廿on test (COPT) were performed. Two speci・

mens of l.og stool each of lo c0τIsecutive days were eχ丑miDa{ with AMs nl CせnrrifU讐ntion

technpique.

For burning o,1ι'0"ιel'uh"1 5n訊ilS 7 aame throwers were emplo),e(1 b).小e Japanese self・

defeDce corps stationed at Natashino city, chiba pTefectute. The area of 38.220"1゛ whピre the

0/1"0",',1dNi" snails had been {ound were burned up colnpletely、 T11e temperature "f tbe lnnd

SUTface reached l,20【) C I、400゜c by 丑且me

The surveys for the sDils were made to eYaluate the eHect of t11e burning at jnヒ nlont11

and eleue駒 months after bnrning,

ー「he results obtained were as f0110WS ;

Out of 3.050 iΠ11急bitantS 186 (6,096) showed positive reactions for lDT ι111d oUキ 0f 173

IDT positive caseS 29 Were positiν吐 for cFT end 15 for copT. Thirteen out of ご9 CF、r posi・

tive cases also showed posi"ve foT COPT、 thuS 31 Ca5eS 17.80o were recoHnized Hs pnゞit孔,e for

both oT either test.

Ten cases out of 173 1DT positive cases 、vere proved to be p')sitive for s. j'ψ0"i"1i/" eRぎS

by stool exami"ations. Amon宮 t11ese lo e宮宮 Positive ca$es、 8 Were positive for h0血 te虹' and

20f 小em wete positive only for lDT.

The 日筈e distribution curve positive for lDT in the area showed a characteri5rk' pa

The cu"'e risin筈日t lo-19 Up to over was eat and did not show l{口y tendency of ri$ing i

】ation 10 IDcreaslr,E 且宮e.



'「11e aut110Ts encounιercd opp05ition t0 ミ1)e use of Tn0ⅡUSCICKle for 5nai! conu01 1n 111e

area、 becRuse of its toxicity to animι{1S nnd unc{erslrable eHects on the en、'itonme11t. T11erefore.

in the erea "ame thTowe詑 have been er"ployed 「or burning 01」ι0財1ι/'ulia snails. A sati5fact01'y

kiⅡ of o,1ι0"1elaπia snails ha5 been obtaine(1 0ne m0罰th nfter burning,110訊'ever. manド$Tlails 、、'ere

found agnin about a year afler bur口ing.
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